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　この４月からいよいよ電力システム改革の第 2ステップである小売の全面自由化が始まりました。

これを受けて電気事業においては、これまで以上に「お客さまから選ばれ続ける」という視点がクロー

ズアップされています。お客さまサイドでは、太陽光などの発電設備や、HEMSなどのエネルギー管

理のための機器が導入されるなど、これまでになく能動的になっています。このようなお客さまの能動

化は、電力品質や設備利用率など、電力のサプライチェーンの全てに亘って遡上影響することになり、

従って、お客さまと協調した取組が課題解決の鍵となります。

　このような認識の下、お客さまと直接的に接する需要家サービス分野と配電分野の連携を密にするこ

とで相乗効果を狙い、電力中央研究所では、総勢 50 名の各分野のエキスパートからなる次世代電力需

給マネジメント特別研究チーム（略称：MPSD）を 2014 年 7 月に発足させました。

MPSDは、省エネ・再エネ、低炭素化、さらには少子高齢化なども含め、社会的な大きな課題について、

合理的エネルギー利用（「上手なエネルギーの使い方」）と電力系統の安定運用（「良質な電気の供給」）

を軸足とした課題解決法を、社会や電気事業に提案することを目指しています。

　このため、総合エネルギー産業や生活支援産業なども含め、新たな事業展開に必要となる新技術やツー

ル、更には規格・基準など、技術的プラットフォームの構築を進めています。

　また、小売全面自由化と数年後の発送電分離により、託送料金が電力流通分野の最重要評価関数にな

ると考えられます。MPSDでは需要家サービス分野と配電分野の研究者が連携することで、託送料金

の分母と分子になる電力需要と設備形成・運用にも総合的に取組み、電気事業による合理的託送料金の

形成を技術的側面から支援してゆきます。

　本冊は、月刊「ビジネスアイ　エネコ」誌に、2015 年 12 月号から 2016 年 3 月号に亘って、次世代

電力需給マネジメント特別研究チームのこれまでの研究成果を中心に紹介させて頂いたものを冊子とし

て纏めたものです。お手に取って頂いたのを機に、是非ご一読頂き、MPSDへのアドバイスやご意見、

ご指導など頂ければ大変幸甚にございます。
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